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第
百
六
十
一 

  
 

ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ 

   
 
 
 
 

一 
  

ア
メ
リ
カ
で
の
出
来
事
を
、
も
う
一
つ
。 

 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
こ
と

で
あ
る
。 

 

六
四
年
四
月
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
満
を
持
し
て
発
表
し
た
「
シ
ス
テ
ム

／
３
６
０
」
が
破
竹
の
勢
い
で
世
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
を
制
圧

し
て
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
書
い
た
。
そ
れ
を
売
上
高
で
見
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。 

  

一
九
六
五
年 

 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ 

 
 
 
 

三
五
億
七
二
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド 

一
二
億
四
七
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

Ｎ
Ｃ
Ｒ 
 
 
 
 
 

七
億
三
六
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

ハ
ネ
ウ
ェ
ル 

 
 
 

七
億
ド
ル 

 
 

バ
ロ
ー
ス 

 
 
 
 

四
億
五
六
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

Ｃ
Ｄ
Ｃ 

 
 
 
 
 

一
億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル 

 

一
九
七
〇
年 

 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ 
 
 
 
 

七
五
億
五
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド 

一
七
億
三
九
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

Ｎ
Ｃ
Ｒ 

 
 
 
 

三
二
億
九
二
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

ハ
ネ
ウ
ェ
ル 

 
 

一
九
億
二
一
〇
〇
万
ド
ル 
 
 

バ
ロ
ー
ス 

 
 
 
 

八
億
八
五
〇
〇
万
ド
ル 

 
 

Ｃ
Ｄ
Ｃ 

 
 
 
 
 

五
億
四
〇
〇
〇
万
ド
ル 

  

一
九
六
五
年
の
時
点
で
の
ち
に
「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
」
と
通
称
さ
れ
る

メ
ー
カ
ー
が
出
揃
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
レ
ジ
ス
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｒ
）
社
は
金
銭
登
録
機
や
会
計
機
が
主
体

な
の
で
、
単
純
な
比
較
か
ら
除
外
す
る
が
、
五
年
間
で
売
上
高
が

四
・
五
倍
に
伸
び
た
の
は
注
目
し
て
い
い
。 

 

金
融
機
関
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
急
速
に
進
展
し
た
こ
と
、
小
売
業

な
ど
で
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
セ
ー
ル
ス
）
シ
ス
テ
ム
が
活

発
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
急
成
長
の
要
因
だ
っ
た
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
限
る
と
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
五
年
間
で
売
上
高
を
倍

増
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
は
一
・
五
倍

に
増
加
さ
せ
た
に
過
ぎ
ず
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
に
追
い
越
さ
れ
第
三
位

に
後
退
し
た
。
ま
た
バ
ロ
ー
ス
社
も
売
上
げ
を
倍
増
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
社
は
三
・
四
倍
に
増
加
し
た
。 

 

ま
た
一
九
七
〇
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
で
発
行
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｄ
Ｐ
イ
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ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年
一
月
一
日

現
在
の
世
界
市
場
に
お
け
る
設
置
金
額
（
レ
ン
タ
ル
換
算
）
で
は
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
二
百
十
五
億
四
千
万
ド
ル
で
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
六
五
・

六
％
に
達
し
て
い
た
。 

 

ば
か
り
で
な
く
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
「
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
を

世
界
規
模
で
展
開
し
、
ソ
フ
ト
開
発
や
受
託
計
算
サ
ー
ビ
ス
の
分
野

で
も
圧
倒
的
な
強
さ
を
発
揮
し
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
合
衆
国
の
司
法
省
が
動
き
始
め
た
。
反

ト
ラ
ス
ト
法
（
日
本
の
「
独
占
禁
止
法
」
に
相
当
）
に
抵
触
し
て
い

る
と
い
う
疑
い
で
あ
る
。 

 

口
火
を
切
っ
た
の
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
だ
っ
た
。 

 

Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
は
、
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
の
技
術
計
算
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
開
発
部
門
に
所
属
し
て
い
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ノ
リ
ス
が
資
金
を
調

達
し
て
一
九
五
七
年
に
設
立
し
た
。 

 

彼
は 

 

「
み
ん
な
が
南
に
向
か
う
の
を
見
る
と
、
い
つ
も
北
へ
行
き
た
い

衝
動
に
か
ら
れ
る
」 

 

と
い
う
名
言
を
残
し
て
い
る
。 

 

同
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
計
し
た
の
は
、
の
ち
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
業
界
で
「
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
セ
イ

モ
ア
・
ク
レ
イ
で
あ
る
。 

 

一
九
六
〇
年
代
の
後
半
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
は
技
術
計
算
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
日
の
出
の
勢
い
に
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
（
時
分
割
処
理
）
や
オ
ン

ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
処
理
も
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
の
守
備
範

囲
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
ノ
リ
ス
は
自
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
Ｔ
Ｓ
Ｓ
サ
ー

ビ
ス
「
サ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
行
う
こ
と
を
考
え
た
。
同
じ
こ
ろ
日

本
で
は
加
毛
秀
昭
の
日
本
計
算
セ
ン
タ
ー
が
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
て
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
、
自
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

い
る
カ
ス
タ
マ
ー
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

い
よ
う
様
々
な
工
作
を
し
た
。
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
は
全
方
位
に
対

応
し
て
い
た
た
め
、
技
術
計
算
分
野
で
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
の
台
頭
が
目
障

り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

一
九
六
八
年
の
十
二
月
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
反
ト
ラ
ス
ト

法
違
反
で
提
訴
し
、
こ
れ
を
司
法
省
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
か
た
ち

で
裁
判
が
進
行
し
た
。
翌
六
九
年
一
月
に
司
法
省
が
告
発
に
踏
み
切

っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
独
占
的
寡
占
状
態
が
社
会
的
な
話
題

と
な
っ
た
。 

 
合
理
主
義
と
強
者
の
理
論
が
優
先
す
る
ア
メ
リ
カ
の
社
会
に
も

〝
判
官
び
い
き
〞
と
い
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
抱
き
合
わ
せ
販
売
を
禁

止
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
の
分
割
や
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
技
術

情
報
開
示
を
命
ず
る
こ
と
で
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
く
ね
ら



＝巻之二十二 秀起＝ 

 36 

い
が
隠
さ
れ
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
対
応
は
迅
速
だ
っ
た
。
こ
と
の
本
質
が
サ
ー
ビ
ス
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
見
る
や
、
同
社
は
六
九
年

六
月
、 

 

「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
切
り
離
し
、
ソ
フ
ト
／
サ

ー
ビ
ス
を
有
償
化
す
る
」 

 

と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
前
月
に
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
発
表
し

た
「
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
一
年
以
内
に
撤
兵
す
る
」
な
ど
八
項
目
か
ら
成

る
和
平
提
案
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
衝
撃
を
も
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

業
界
で
は
受
け
取
ら
れ
た
。 

 

「
ソ
フ
ト
、
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
化
す
る
代
り
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

価
格
を
下
げ
る
」 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
切
り
離
す
の
だ
か
ら
当

然
の
帰
結
だ
っ
た
。 

 

「
価
格
分
離
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
新
し
い
方
式
は
、
い
ず
れ

反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
に
よ
る
提
訴
が
Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
託
開
発
、
さ
ら
に
は
周
辺
機
器
に
も
手
を
伸
ば
し

て
く
る
こ
と
を
予
測
し
た
も
の
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
先
手
を
打
っ

た
わ
け
だ
っ
た
。 

 

だ
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
価
格
分
離
は
、
単
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
抵
触
の
疑

い
を
逃
れ
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ド
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
は

ソ
フ
ト
と
し
て
値
付
け
し
た
ほ
う
が
有
利
と
い
う
経
営
的
な
判
断
が

あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
分
離
方
式
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
。
こ
れ
も

ま
た
、
市
場
の
七
割
に
近
い
シ
ェ
ア
を
抑
え
て
い
る
が
ゆ
え
の
施
策

だ
っ
た
。 

 

ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
や
バ
ロ
ー
ス
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
と
い
っ
た
競
合

他
社
が
追
随
し
た
と
き
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う

か
。
ま
た
日
本
の
日
本
電
気
、
富
士
通
、
日
立
、
東
芝
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
Ｉ
Ｃ
Ｌ
、
ブ
ル
、
ジ
ー
メ
ン
ス
と
い
っ
た
弱
小
メ
ー
カ
ー
が
、

ソ
フ
ト
／
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
を
別
立
て
に
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
こ
と
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
読
ん
で
い
た
。 

 

七
月
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
が
ま
ず
反
応
し
た
。 

 

同
社
の
選
択
は 

 

―
―
従
来
の
価
格
政
策
を
維
持
す
る
。 

 

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 

十
月
に
入
っ
て
Ｃ
Ｄ
Ｃ
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
、
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
ロ
ー

ス
な
ど
が
価
格
分
離
を
発
表
し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業

界
で
名
実
と
も
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

 
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
価
格
分
離
を
日
本
で
最
も
早
く
詳
細
に
伝
え
た
の
は
、

隔
週
刊
の
専
門
紙
『
Ｅ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
Ｅ
Ｄ
Ｐ
出
版
）
で
あ

る
。
同
紙
は
六
月
二
十
日
付
第
二
十
八
号
の
一
面
ト
ッ
プ
に 
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「
注
目
さ
れ
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
価
格
改
定
」 

 
「
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
分
離
が
焦
点
」 

 
「
成
行
き
見
守
る
国
産
メ
ー
カ
ー
」 

 

の
見
出
し
を
打
ち
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
ね
ら
い
や
観
測
を
解
説
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
原
文
マ
マ
） 

  

昨
年
十
二
月
以
来
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
の
対
Ｉ
Ｂ
Ｍ
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反

告
訴
、
デ
ー
タ
・
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ン

ド
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
（
リ
ー
シ
ン
グ
会
社
）
の
対
Ｉ
Ｂ
Ｍ
反
ト
ラ
ス
ト

法
違
反
告
訴
、
そ
れ
に
司
法
省
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
告
発
、
さ
ら

に
そ
の
あ
と
ア
プ
ラ
イ
ド
・
デ
ー
タ
・
リ
サ
ー
チ
社
の
対
Ｉ
Ｂ
Ｍ
反

ト
ラ
ス
ト
法
違
反
告
訴
と
、
相
次
い
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
告
訴
、
告
発
さ
れ

て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
告
訴
の
中
で
、
た
と
え
ば
デ
ー
タ
・
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン

グ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ド
・
ゼ
ネ
ラ
ル
社
は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

は
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
価
格
を
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
二

つ
を
一
つ
の
価
格
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
単
一
価
格
を
設
定
し
、
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
価
格
を
別
々
に
表
示
す
る
こ
と
を
拒

否
し
て
き
た
」
と
告
訴
理
由
に
の
べ
て
い
る
。
司
法
省
も
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ

は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
関
連
サ
ポ
ー
ト
の
三
つ

の
要
素
を
包
括
す
る
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
対
し
て
単
一
の
価
格
を

設
定
し
て
い
る
」
と
衝
き
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
告
訴
理
由
に
も
同
様
な
内
容

が
あ
る
。 

そ
れ
だ
け
に
、
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
昨
年
末
、「
価
格
体
系
の
変
更
を
検

討
中
で
、
六
九
年
七
月
一
日
ま
で
に
発
表
す
る
」
と
明
ら
か
に
し
た

こ
と
は
こ
う
し
た
動
き
と
関
連
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
米
国
業
界
で
は 
 

①
独
立
リ
ー
シ
ン
グ
会
社
の
不
満
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
。 

 

②
司
法
省
の
告
発
の
先
手
を
打
つ
た
め
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
表
明
は
昨
年 

 
 

十
二
月
六
日
、
司
法
省
の
告
発
は
こ
と
し
一
月
十
七
日
）。 

 

③
Ｇ
Ｓ
Ａ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
ラ
テ
ィ
ブ
） 

 
 

の
要
求
に
応
え
る
た
め
。 

 

の
三
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
価
格
改
定
が
行
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
に
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
、
米
国
業
界
で
い
わ
れ
て
い
る
の

は
「
特
定
の
領
域
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
価
格
を
分

離
す
る
」
の
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
る
。 

 

▽
保
守
サ
ー
ビ
ス
市
場
を
独
立
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
解
放
す
る
。 

 
▽
Ｉ
Ｂ
Ｍ
以
外
の
機
械
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
機
械
に
接
続
す
る
こ
と
を
認 

 
 

め
る
。 

 
▽
独
立
リ
ー
シ
ン
グ
企
業
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
返
却
を
受
け
た
機
械 

 
 

を
別
の
客
に
再
リ
ー
ス
す
る
と
き
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

 
 

と
保
守
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
り
差
別
的
待
遇
を
行
っ
て
き
た
の
を 
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や
め
る
。 

 
▽
あ
る
種
の
シ
ス
テ
ム
ズ
・
サ
ポ
ー
ト
に
対
し
新
た
に
料
金
を
設 

 
 

定
す
る
。 

 

▽
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
価
格
設
定
に
新
方
式
を
と
り
入
れ
る 

 

な
ど
で
あ
る
。 

  

様
々
な
理
由
と
ね
ら
い
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
の
ち
に 

 

「
独
立
リ
ー
シ
ン
グ
企
業
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
返
却
を
受
け
た
機
械

を
別
の
客
に
再
リ
ー
ス
す
る
と
き
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
保

守
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
り
差
別
的
待
遇
を
行
っ
て
き
た
の
を
や
め
る
」 

 

の
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

先
回
り
し
て
話
し
て
お
く
と
、
そ
の
背
景
に
は
七
○
年
代
に
入
っ

て
第
三
者
リ
ー
ス
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
と
、
プ
ラ
グ
コ
ン
パ
チ
ブ

ル
・
マ
シ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｍ
）
が
登
場
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

第
三
者
リ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
以
外
の
企
業
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ

機
を
購
入
し
、
そ
れ
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
レ
ン
タ
ル
価
格
よ
り
低
い
値
段

で
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。 

 

Ｐ
Ｃ
Ｍ
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
一
つ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
接
続
し
て
利
用
で
き
る
テ
ー
プ
装
置
や
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
、

プ
リ
ン
タ
ー
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
指
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｏ
Ｓ
が
稼
働
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
本

体
で
あ
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
か
ら
Ｏ
Ｓ
の
み
を
購
入
す
る
。 

 

そ
う
し
た
新
種
の
サ
ー
ビ
ス
な
い
し
製
品
を
採
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー

に
対
し
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は 
 

―
―
ソ
フ
ト
と
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
い
。 

 

と
い
う
戦
術
で
対
抗
し
た
が
、
こ
れ
が
自
由
で
公
平
・
公
正
な
競

争
を
阻
害
す
る
と
判
断
さ
れ
た
。 

 

た
だ
一
九
六
九
年
の
時
点
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
価
格
分
離

政
策
は
第
一
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
対
策
、
第
二
に
競
合
他
社
を
ふ
る
い

落
と
す
戦
略
と
見
ら
れ
て
い
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
有
償
化
す
る
代

わ
り
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
価
格
を
下
げ
る
と
い
う
の
は
、
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
の
値
下
げ
競
争
で
あ
る
と
同
時
に
、
ソ
フ
ト
開
発
力
の
競
争
で

も
あ
っ
た
。 

 

日
本
電
気
社
長
の
小
林
宏
治
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。 

 

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
価
格
を
分
離
す
る
の
は
い

い
こ
と
な
の
か
ど
う
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
場
合
は
、
反

ト
ラ
ス
ト
法
対
策
か
ら
き
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ

て
そ
れ
が
最
も
い
い
姿
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る
も
の
で

は
な
い
と
思
う
」 

 

こ
の
見
方
は
間
違
っ
て
い
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
決
定
を
境
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
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し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
の
ソ
フ
ト
会
社
か
ら
続
々

と
製
品
化
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
に
も
ア
メ
リ
カ
に
は
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
集
約

し
た
カ
ス
タ
マ
ー
の
要
望
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
経

由
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
手
渡
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ユ
ー
セ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｃ
Ｃ
）、
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ

ク
ス
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
（
Ｍ
Ｓ

Ａ
）、
ブ
ー
ル
＆
バ
ベ
ッ
ジ
（
Ｂ
＆
Ｂ
）、
シ
ン
コ
ム
・
シ
ス
テ
ム
ズ
、

パ
ン
ソ
フ
ィ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
ズ
、
ア
プ
ラ
イ
ド
・
デ
ー
タ
・
リ
サ

ー
チ
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の

ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
戦
略
の
お
か
げ
で
独
自
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
、
周
辺
機
器
や
運
用
系
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
「
お
仕
着
せ
」
か
ら
脱
皮
し
、
よ
り
多
く
の
選
択
肢
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
に
と
っ

て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
託
開
発
か
ら
、
独
自
の
製
品
開
発
・
販
売

に
転
換
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。 

 

た
だ
し
、
日
本
で
は
や
や
事
情
が
違
っ
た
が
。 

  

ア
メ
リ
カ
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
対
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
告
訴
が
相

次
い
で
い
た
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
Ｉ
Ｂ
Ｍ
対
抗
策
が
動
き
始
め

て
い
た
。 

 

そ
の
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
シ
ェ
ア
を
見

て
お
き
た
い
。『
Ｅ
Ｄ
Ｐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ポ
ー
ト
』（
一
九
七
一
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
情
報
格
差
調
査
委
員
会
）
が
一
九
七
〇
年
当
時
の
数
字
を

残
し
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
ア
メ
リ
カ
製
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ェ

ア
）。 

  
 

イ
ギ
リ
ス 

 
 

二
六
・
四
％
（
五
一
・
〇
％
） 

 
 

フ
ラ
ン
ス 

 
 

五
二
・
七
％
（
八
七
・
七
％
） 

 
 

西
ド
イ
ツ 

 
 

五
五
・
六
％
（
七
六
・
七
％
） 

 
 

イ
タ
リ
ア 

 
 

六
四
・
三
％
（
九
六
・
〇
％
） 

 
 

オ
ラ
ン
ダ 

 
 

三
九
・
七
％
（
八
五
・
七
％
） 

 
 

デ
ン
マ
ー
ク 

 

四
七
・
〇
％
（
七
六
・
〇
％
） 

 
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン 

六
三
・
四
％
（
七
九
・
七
％
） 

 
 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 

五
九
・
六
％
（
九
一
・
九
％
） 

  

「
日
本
情
報
産
業
年
鑑
」
七
三
年
版
は
、
各
国
の
状
況
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。 

  
イ
ギ
リ
ス 

 

欧
州
諸
国
の
中
で
は
最
も
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
供
給
力
が
高

い
国
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
秋
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
Ｅ
Ｅ
（English Electr 
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onic

）
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
門
と
い
う
同
国
の
二
大
メ
ー
カ
ー
が

合
併
し
、
英
国
貿
易
産
業
省
、
プ
レ
ッ
シ
ー
社
が
資
本
参
加
し
て
同

国
唯
一
の
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｌ
が
設
立
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｌ

は
政
府
の
優
先
購
入
と
研
究
開
発
資
金
の
認
可
と
い
う
育
成
策
に
支

え
ら
れ
着
々
と
実
績
を
上
げ
て
き
て
い
る
。
同
社
の
一
九
七
〇
年
の

売
上
げ
は
一
億
三
千
八
十
万
ド
ル
で
、
そ
の
四
〇
％
は
輸
出
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。 

 

英
国
議
会
青
書
（
一
九
七
一
年
十
月
二
十
日
刊
）
に
よ
れ
ば
Ｉ
Ｃ

Ｌ
は
一
九
六
九
年
に
国
内
市
場
の
ほ
ぼ
五
〇
％
を
掌
中
に
し
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｌ
は
一
九
七
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
策

会
社
Ｃ
Ｉ
Ｉ
お
よ
び
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
と
と
も
に
、
ベ
ル
ギ
ー
に
研
究
開

発
会
社
「
マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
（M

ultinational D
ata 

Corporation

）」
社
を
設
立
し
、
拡
大
Ｅ
Ｃ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産

業
の
中
軸
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。 

  

フ
ラ
ン
ス 

 

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
強
力
な
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
の
育
成
を

図
る
た
め
、
一
九
六
六
年
に
第
一
次
プ
ラ
ン
・
カ
ル
キ
ュ
ル
を
策
定

し
、
同
年
に
政
府
機
関
の
情
報
代
表
部
の
き
も
入
り
で
Ｃ
Ｉ
Ｉ

（Com
panie Internationale pour L

’Inform
atique

）
を
設
立
さ

せ
た
。
し
か
し
Ｃ
Ｉ
Ｉ
は
ま
だ
企
業
基
盤
は
弱
く
、
初
期
の
目
的
を

達
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
最
近
の
Ｃ
Ｉ
Ｉ
の
同
国
市
場
に
お

い
て
は
、
政
府
市
場
の
順
調
な
伸
び
も
あ
っ
て
一
〇
〜
一
五
％
の
シ

ェ
ア
を
占
有
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。 

  

西
ド
イ
ツ 

 

同
国
の
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ジ
ー
メ
ン
ス
、
Ａ
Ｅ
Ｇ
テ
レ
フ

ン
ケ
ン
お
よ
び
ニ
ッ
ク
ス
ド
ル
フ
が
あ
る
。
し
か
し
同
国
市
場
の
八

〇%

近
く
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
占

有
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
一
九
六
七
年
か
ら
国
産
メ
ー
カ
ー
の
育
成

に
の
り
出
し
、
一
九
七
一
年
に
は
「
第
二
次
デ
ー
タ
処
理
高
度
化
計

画
」（
五
ヵ
年
計
画
）
を
策
定
し
、
本
腰
を
入
れ
て
援
助
に
の
り
出

す
と
と
も
に
、
国
産
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
を
強
化
す
る
た
め

に
Ａ
Ｅ
Ｇ
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
と
ジ
ー
メ
ン
ス
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
。 

 

し
か
し
こ
の
構
想
は
ジ
ー
メ
ン
ス
が
難
色
を
示
し
た
た
め
実
現
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
Ａ
Ｅ
Ｇ
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
と
ニ
ク
ス
ド
ル
フ

の
提
携
が
成
立
し
（
一
九
七
一
年
十
二
月
）、
両
者
折
半
に
よ
っ
て

テ
レ
フ
ン
ケ
ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
誕
生
し
た
。 

  
オ
ラ
ン
ダ 

 
同
国
に
は
世
界
的
電
気
機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が

あ
り
、
一
九
六
二
年
に
社
内
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
製
作
を
手
が
け
、

そ
の
後
国
際
市
場
に
進
出
し
て
き
た
。
同
社
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部

門
の
拡
充
に
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
が
、
国
内
市
場
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の
一
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
占
有
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ

政
府
も
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
国
内
設
置
ベ
ー
ス
を
強
化
す
る
た
め
、
優

先
買
上
げ
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
ベ
ル
ギ
ー
市

場
に
お
い
て
、
西
ド
イ
ツ
の
ジ
ー
メ
ン
ス
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
同
国

に
工
場
を
建
設
す
る
代
わ
り
に
官
公
庁
市
場
の
五
〇
％
を
分
か
ち
合

う
協
定
を
結
ぶ
な
ど
輸
出
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

  

イ
タ
リ
ア 

 

同
国
に
は
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
社
が
あ
っ
た
が
、

一
九
六
四
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
門
を
分
離
し
て
Ｇ
Ｅ
と
合
弁
会
社

（
Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
）
を
設
立
し
た
が
一
九
六
八
年
に
は
こ
の
会
社
か
ら

も
手
を
引
い
た
。
こ
の
Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
は
現
在
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
の
手
中
に

あ
る
。 

  

文
中
の
「
ジ
ー
メ
ン
ス
」
は
現
地
読
み
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は

「
シ
ー
メ
ン
ス
」
の
方
が
通
り
が
い
い
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
政
府
と
国
産
メ
ー
カ
ー
は
一
様
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
対

抗
策
を
講
じ
て
い
た
が
、
技
術
に
お
い
て
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
も
〝
決
め
手
〞
が
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｌ
社
、
Ｃ
Ｉ
Ｉ
、
テ
レ
フ

ン
ケ
ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
の
設
立
お
よ
び
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
―
西
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
の
提
携
な
ど
、
表
面
的
に
は
個

別
対
応
の
段
階
に
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。 

 

だ
が
、
水
面
下
で
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
再
編
構
想
が
動
い

て
い
た
。『
Ｅ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
九
年
七
月
二
十
日
付
第

三
十
号
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
水
面
下
の
動
き
を
次
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。 

  

欧
州
六
社
が
共
同
／
超
大
型
機
開
発
を
計
画 

 

情
報
に
よ
れ
ば
、
超
大
型
機
開
発
の
秘
密
会
議
に
参
加
し
て
い
る

の
は
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
と
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
社
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
社
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
社
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｃ

Ｉ
Ｉ
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｌ
社
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち

オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
社
は
従
来
の
Ｇ
Ｅ
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
が
完
全
に
イ
タ
リ

ア
Ｇ
Ｅ
と
な
っ
て
た
も
と
を
分
か
っ
た
後
の
純
粋
の
国
内
企
業
の
方

で
あ
る
。
超
大
型
機
の
完
成
時
期
は
一
九
七
五
〜
八
〇
年
が
目
標
で
、

巨
大
な
研
究
開
発
投
資
の
分
担
と
欧
州
市
場
か
ら
の
米
国
製
大
型
機

の
し
め
出
し
を
ね
ら
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
が
近
く
正
式
に
取

り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
英
国
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
で
、
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
限
っ
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
市
場
へ
の

英
国
の
進
出
を
許
し
そ
う
な
点
で
あ
る
。（
米
国
の
）
商
務
省
は
こ

の
プ
ラ
ン
が
実
現
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
域
へ
の
超
大
型
機
輸
出
は
高
い

壁
に
は
ば
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
と
強
い
警
戒
の
態
度
を
示
し

て
い
る
。 
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翌
七
〇
年
に
こ
の
構
想
は
「
ユ
ニ
デ
ー
タ
」
構
想
と
し
て
具
体
化

し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
、
シ
ー
メ
ン
ス
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
四
社

を
統
合
し
、
ま
た
は
共
通
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
確
立
す
る
こ
と

で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
対
抗
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
発
信
源
は

や
は
り
フ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
。 

 

構
想
は
壮
大
だ
っ
た
が
、
当
初
か
ら
不
協
和
音
が
存
在
し
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｌ
社
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
た
。 

 

「
わ
れ
わ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
利
益
を
上
げ
て
い
る
唯
一
の
会
社

で
あ
る
。
政
府
間
で
統
合
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
政
治

的
に
は
統
合
が
望
ま
し
い
と
の
機
運
が
あ
る
が
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ベ
ー
ス
で
考
え
る
と
期
待
で
き
な
い
。
も
し
統
合
さ
れ
て
一
つ
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
タ
ブ
ル
に
な
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
」 

 

ユ
ニ
デ
ー
タ
構
想
に
最
も
熱
心
だ
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
情
報
代
表

部
だ
っ
た
が
、
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
内
部
に
も
異
論
が
あ

っ
た
。 

 

「
イ
ギ
リ
ス
の
車
は
左
側
通
行
、
大
陸
は
右
側
通
行
。
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
」 

 

実
際
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

反
ト
ラ
ス
ト
法 

A
ntitrust law

：
特
定
の
法
律
で
は
な
く
複
数
の
法
律
の

総
称
。
一
八
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ン
法
（Sherm

an A
ct

）、
一

九
一
四
年
に
制
定
さ
れ
た
ク
レ
イ
ト
ン
法
（Clayton A

ct

）
を
ベ
ー
ス
に
、

連
邦
取
引
委
員
会
（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
が
市
場
の
私
的
独
占
と
不
正
な
取
引
制
限
、

不
公
正
な
取
引
条
件
の
設
定
を
禁
じ
た
法
律
が
中
心
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

市
場
に
対
し
て
独
占
的
な
シ
ェ
ア
を
持
つ
企
業
が
、
そ
の
シ
ェ
ア
を
利
用
し

て
ラ
イ
バ
ル
企
業
の
事
業
を
妨
害
し
、
あ
る
い
は
新
規
参
入
を
阻
害
す
る
意

図
的
な
行
為
を
働
い
た
場
合
、
妨
害
行
為
を
禁
止
し
た
り
企
業
の
分
割
を
命

令
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ノ
リ
ス 

W
illiam

 N
oris

／
１
９
１
１
〜
２
０
０
６
。
レ
ミ

ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
の
ち
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
で
技
術
計
算
用
計
算
機
の
開
発

チ
ー
ム
に
属
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
砲
弾
の
弾
道
計
算
を
行
う
目
的
で

開
発
さ
れ
た
よ
う
に
、
技
術
計
算
用
計
算
機
は
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
の
本

流
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
へ
の
対
抗
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
計
算
機

に
軸
足
を
移
し
た
た
め
、
八
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
引
き
連
れ
て
独
立
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
社
を
設
立
し
た
。 

セ
イ
モ
ア
・
ク
レ
イ 
Seym

our Cray

／
１
９
２
５
〜
１
９
９
６
。
ウ
イ
ス

コ
ン
シ
ン
州
で
生
ま
れ
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
か
ら
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
に
移

り
電
気
工
学
を
学
ん
だ
。
五
〇
年
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
（
Ｅ
Ｒ
Ａ
）
に
入
社
し
科
学
技
術
計
算
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｅ
Ｒ

Ａ
１
１
０
１
」
を
設
計
し
た
。
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
そ
の
後
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
に

吸
収
さ
れ
、ク
レ
イ
は「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
３
」の
設
計
を
担
当
し
た
。 
 

五
七
年
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
で
初
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
Ｃ
Ｄ
Ｃ
１
６
０
４
」

「
Ｃ
Ｄ
Ｃ
６
６
０
０
」「
Ｃ
Ｄ
Ｃ
７
６
０
０
」
を
設
計
し
た
。
七
二
年
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て 

ク
レ
イ
・
リ
サ
ー
チ
社
を
設
立

し
、
ベ
ク
タ
ー
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
技
術
は
並
列
処
理
技
術
の
核
と
な

っ
て
い
る
。  

ニ
ク
ソ
ン 

Richard M
ilhous N

ixon

／
１
９
１
３
〜
１
９
９
４
。
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
第
三
十
七
代
大
統
領
（
任
期
：
１
９
９
６
〜
１
９
７
４
） 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
コ
ン
パ
チ
ブ
ル
・
マ
シ
ン 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
の
ソ
フ
ト
が
か
か
る

ハ
ネ
ウ
エ
ル
社
の
「
Ｈ
２
０
０
」
や
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ッ
ト
を
使
う
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
「
ス
ペ
ク
ト
ラ
・
シ
リ
ー
ズ
」

な
ど
が
あ
っ
た
、 

Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｉ 

ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
イ
タ
リ
ー
社
の
略
称
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
界
再
編
構
想 

そ
の
背
景
に
は
欧

州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
の
強
化
と
い
う
大
き
な
政
治
的
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
。
こ

の
共
同
体
は
一
九
五
〇
年
九
月
に
発
足
し
た
欧
州
決
済
同
盟
（
Ｅ
Ｐ
Ｆ
、
五

八
年
十
二
月
「
欧
州
通
貨
協
定
（
Ｅ
Ｍ
Ａ
）」
に
移
行
）、
五
二
年
九
月
に
発

足
し
た
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）、
五
八
年
一
月
に
発
足
し
た
欧

州
原
子
力
共
同
体
（
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
）、
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
で

構
成
さ
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
中
心
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
さ
ら
に
第
五
共
和
制
大
統
領
ド
＝
ゴ
ー

ル
が
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
欧
州
復
興
計
画
「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
」

を
逆
手
に
取
っ
て
推
進
し
た
対
米
対
抗
策
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
加
盟
国

は
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
の
六
か
国
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
が
反
発
し
、
五
九
年
十
一
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
六
か
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国
の
参
加
を
得
て
欧
州
自
由
貿
易
連
合
（
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
設
立
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
も
イ
ギ
リ
ス
も
相
互
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
統
合
を
呼
び
か
け
た
が
、

百
年
戦
争
以
来
の
歴
史
的
遺
恨
が
障
害
に
な
っ
た
。 
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